
地域看護学Ⅱ 

責任者・コーディネーター 地域包括ケア講座 岩渕 光子 特任准教授 

担当講座・学科(分野) 地域包括ケア講座 

対 象 学 年  3 

区分・時間数 講義 22.5 時間  期 間 前期  

単 位 数  2 単位  

・学習方針（講義概要等） 

地域で生活する人々の健康や QOL の向上を目指した看護活動を理解する。目標としては、地域看護学

の基本的概念を理解し、地域看護活動として公衆衛生看護、在宅看護および学校保健等の多様な活動

について学修する。さらには、諸外国における地域看護活動を学び、グル―バルな健康課題を理解す

るとともに、社会情勢と健康課題の関連を学ぶことで、看護職の対応を広い視野で学修する。 

・教育成果（アウトカム） 

地域で生活する人々を対象とした看護活動を学修することで、地域の特性と健康課題を理解し、それ

ぞれの活動の場における看護職としての役割を説明できる。また、地域包括ケアシステムにおける多

様な専門職と地域の人々との連携・協働を学ぶことにおり、地域の人々を支えるために必要な看護の

役割を考えることができる。 

【学位授与方針と当該授業科目との関連】 

ディプロマポリシー：3，4，7，8 

・到達目標（SBO） 

1. 地域で看護が展開されている多様な場の特性を説明できる。 

2. 国や地方自治体等、行政機関の特徴を理解し、そこにおける保健活動について説明できる。 

3. 人々が働く産業の場の特性を理解し、産業保健における看護の在り方と方法について説明できる。

4. 児童・生徒が学ぶ学校の場の特性を理解し、学校保健における養護教諭・看護師が担う看護の在り

方と方法について説明できる。 

5. 地域包括ケアにおける様々な社会資源を列挙し、地域で生活する人々を支える多様な専門職と地域

の人々との連携・協働について理解できる。 

6. 地域特性を理解し、地域で生活する人々のニーズに対応するための必要なケアを創造する必要性が

理解できる。 

 



・授業日程 

（矢）マルチメディア教室、（矢）大堀記念講堂

【講義】 

月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 授業内容/到達目標 

4/12 月 1 地域包括ケア講座 岩渕 光子 特任准教授

地域看護学の理念と目的 

 

・地域看護活動が必要な社会的背景

を説明できる 

・地域看護学の目的を理解し、看護

職の役割・機能が説明できる 

・諸外国の地域看護活動を理解でき

る 

 

事前学修：地域看護学を学ぶ意義に

ついて考え 300 字程度にまとめ、講

義時に提出する。 

事後学修：教科書 p.4-21、44-50、

86-100、532-540 を読んでおく  

4/15 木 3 地域包括ケア講座 岩渕 光子 特任准教授

公衆衛生看護・在宅看護の歴史 

 

・日本の公衆衛生看護・在宅看護の

変遷を説明できる 

・日本の公衆衛生看護・在宅看護が

推進される社会的背景を説明でき

る 

 

事前学修：教科書 p.22-43 を読んで

概要を把握しておく  

4/15 木 5 地域包括ケア講座 岩渕 光子 特任准教授

地域看護活動の対象と看護職の役割

 

・地域で様々な対象者を理解し、健

康支援の必要性を説明できる 

・看護が提供される多様な場の特性

を説明できる 

・地域看護活動の展開方法を説明で

きる 

 

事前学修：教科書 p.61-66 を読んで

概要を把握しておく 



4/19 月 1 地域包括ケア講座 岩渕 光子 特任准教授

地域診断 1 

 

・地域診断の意義と目的を理解し地

域の看護過程を説明できる 

・地域診断・地域看護活動の展開モ

デル（コミュニティ・アズ・パー

トナーモデル）を理解し、アセス

メント項目を説明できる 

・地区踏査の視点が説明できる 

・情報を分析する視点を説明できる

 

事前学修：教科書 p.103-123 を読ん

で概要を把握しておく 

6/15 火 4 地域包括ケア講座 岩渕 光子 特任准教授

地域看護活動における場の特性 1 

行政機関における活動：保健所、都

道府県 

 

・保健師の就業先を説明できる 

・保健所における保健活動の特徴を

説明できる 

 

事前学修：教科書 p.51-60 を読んで

概要を把握しておく 

6/18 金 1 地域包括ケア講座 岩渕 光子 特任准教授

地域看護活動における場の特性 2 

行政機関における活動：市町村 

 

・市町村における保健活動の特徴を

説明できる 

6/18 金 5 地域包括ケア講座 岩渕 光子 特任准教授

地域看護活動における場の特性 3① 

学校保健における健康課題と支える

しくみ 

 

・産業活動に伴う健康問題を説明で

きる 

・学校保健の法制度とシステムを説

明できる 

 

事前学修：教科書 p.447-461 を読ん

で概要を把握しておく 



6/21 月 4 地域包括ケア講座 岩渕 光子 特任准教授

地域看護活動における場の特性 3➁ 

学校保健における看護活動 

 

・学校保健における養護教諭の活動

と役割を説明できる 

・健康障害のある子どもへの支援シ

ステムを理解し、関係機関、関係

職種とその役割を列挙できる 

6/24 木 4 地域包括ケア講座 岩渕 光子 特任准教授

地域看護活動における場の特性 4① 

産業保健における健康課題と支える

しくみ 

 

・産業活動に伴う健康問題を説明で

きる 

・産業保健の法制度と労働安全管理

体制を説明できる 

 

事前学修：教科書 p.462-485 を読ん

で概要を把握しておく 

6/24 木 5 地域包括ケア講座 岩渕 光子 特任准教授

地域看護活動における場の特性 4➁ 

産業保健における活動 

 

・産業保健活動の内容を理解できる

・職場における健康確保対策、メン

タルヘルス対策を説明できる 

・産業保健における看護職の役割を

説明できる 

6/29 火 3 地域包括ケア講座 岩渕 光子 特任准教授

地域看護活動における場の特性 5 

在宅ケア機関（医療機関、施設）に

おける活動 

 

・療養の場の移行に伴う退院支援・

退院調整が必要な対象者を列挙

し、支援に関わる看護職の役割を

説明できる 

・退院支援に関わる多職種との連携

を列挙し、退院支援に関するカン

ファレンスの目的と連携の必要性

を説明できる  



6/30 水 1 地域包括ケア講座 岩渕 光子 特任准教授

地域看護活動における場の特性 5 

地域包括支援センターにおける活動

 

・地域包括支援センターの職員配置、

地域支援事業の活動内容を説明で

きる 

・地域包括支援センターの役割を理

解し、どのような相談者が利用で

きるか説明できる 

・地域ケア会議の目的、機能を説明

できる 

 

事前学修：教科書 p.289-294 を読ん

で概要を把握しておく 

7/2 金 2 地域包括ケア講座 岩渕 光子 特任准教授

地域診断 2 

（グループワーク、発表） 

 

・地域看護の視点から人々の暮ら 

し、生活ぶりを説明できる 

・踏査した地域の社会資源を知る 

・地区踏査から得らえた情報を地域

看護の視点からアセスメントでき

る 

・地域特性に基づいて人々の健康を

維持、増進するための方法、必要

なケア資源を考察できる 

・踏査した地域を担当する地域包括

支援センターの場所と、担当エリ

アを説明できる 

 

事前学修：地域診断と社会資源マッ

プの発表準備 

7/6 火 3 地域包括ケア講座 岩渕 光子 特任准教授

地域ケアシステムにおける連携・協

働 

 

・地域包括ケアシステムを構築する

必要性を理解し、ネットワークづ

くりのための関係機関、関係職種

とその役割を列挙できる 

・地域で暮らす支援ニーズが高い対

象者を、継続して支援するための

多職種連携・協働の内容を理解し、

多様な場における看護の機能と役

割を説明できる 



事前学修：教科書 p.157-164 を読ん

で概要を把握しておく 

7/14 水 3 地域包括ケア講座 岩渕 光子 特任准教授

まとめ 

 グループワークと発表 

 

・地括ケアシステムにおける連携・

協働の視点で、地域に広がる看護

の役割を考察できる 

 

事前学修：地域包括ケアに関連し、

今までの講義で気になった課題をあ

げておく 

・教科書・参考書等 

教：教科書   参：参考書   推：推薦図書 

書籍名 著者名 発行所 発行年 

教 公衆衛生看護学.jp 第 5 版  荒賀直子 他編 インターメディカル 2020 

参 
最新保健学講座 1 公衆衛生看護

学概論 
金川克子 編 

メヂカルフレンド

社 
2015 

参 
看護学テキスト NiCE 在宅看護論

自分らしい生活の継続をめざして
石垣和子 他編 南江堂 2017 

参 
最新公衆衛生看護学第 3 版 

2020 年版 各論 2 
宮﨑美砂子 他編 

日本看護協会出版

会 
2020 

参 
地域看護アセスメントガイド第 2

版 
佐伯和子 編著 

医歯薬出版株式会

社 
2018 

参 
保健の実践科学シリーズ 行政看

護学 
金子仁子 編著 講談社 2017 

参 
公衆衛生看護活動Ⅱ2021 年版 

学校保健・産業保健 
荒木田美香子 編 

医歯薬出版株式会

社 
2021 

推 
コミュニティアズパートナー  

地域看護の理論と実際 第２版 
エリｻﾞﾍﾞｽ T アンダーソン、他編 医学書院 2007 

・成績評価方法 

定期試験 70％、課題レポート・授業内での課題 30％の合計 100％にて評価する。 

  



・特記事項・その他 

【事前事後学修の具体的内容及び時間】 

シラバスに記載されている授業内容及び到達目標を確認し予習した上で授業に臨むこと。また講義中

に提示した予習ポイント・課題を学習して臨むこと。事後学修は、本科目指定の教科書だけでなく、

授業内容に関連した履修済の教科書や配布資料等を用い復習すること。適宜、講義中に事前学修の発

表時間を設ける。 

授業ではグループワークを取り入れ、学生同士で共有する時間を設ける。各授業に対する事前事後の

学修時間は最低 30 分を要する。 

 

【授業における試験やレポート等の課題に対するフィードバック】 

・適宜、Webclass に授業中に解説した資料等を掲載するので確認すること。 

・授業に課題を課す場合は、期日までに Webclass で回収し、授業等でフィードバックする。 

・レスポンスカード等については、次の授業等で適宜コメントを伝える等、学生にフィードバックする。

 

【保健師助産師看護師学校養成所指定規則教育内容】 

保健師（別表 1）：公衆衛生看護学 公衆衛生看護学概論 

看護師（別表 3）：統合分野 在宅看護論 

・授業に使用する機器・器具と使用目的 

使用区分 機器・器具の名称 台数 使用目的 

講義  プロジェクター（VPL-FWZ60） 1  講義用スライド投影  

講義  書画カメラ（P-100） 1  講義用資料投影  

講義 DVD（ブルーレイおよび一般 DVD）再生機器 １ 講義時資料投影 

 


